
 

旧司法試験 民法 平成 18 年 第２問 
問題文 

 Ａは，Ｂ所有名義で登記されている建物（以下「本件建物」という。）をＢから賃借
して引渡しを受け，本件建物で店舗を営んでいる。Ａは，賃借に当たってＢに敷金を支
払い，賃料もＢに遅滞なく支払ってきた。ところが，本件建物は，真実はＢの配偶者で
あるＣの所有であり，ＣがＢに対し，Ｂの物上保証人として本件建物に抵当権を設定す
る代理権を付与し登記に必要な書類を交付したところ，Ｂが，Ｃに無断でＢ名義に所有
権移転登記を経由した上，Ａに賃貸したものであった。 
 以上の事案について，次の問いに答えよ（なお，各問いは，独立した問いである。）。 
 １  Ａが本件建物を賃借してから１年後に，Ａは，その事実を知ったＣから本件建

物の明渡しを請求された。Ａは，Ｃに対し，どのような主張をすることが考えら
れるか。 

 ２  Ａは，本件建物がＢの所有でないことを知った後，Ｃに対してＢとの賃貸借契
約が当初から有効であることを認めてほしいと申し入れたものの，Ｃは，これを
拒絶した。その後，Ｃが死亡し，ＢがＣを単独相続したところ，Ｂは，Ａが本件
建物を賃借してから１年後に，Ａに対し本件建物の明渡しを請求した。 

  ⑴  Ａは，Ｂに対し，ＢがＣを単独相続したことを理由に本件建物の明渡しを拒
絶することができるか。 

  ⑵  仮に⑴の理由で明渡しを拒絶することができないとすれば，Ａは，Ｂに対し，
どのような主張をすることができるか。特に敷金の返還を受けるまで本件建物
の明渡しを拒絶すると主張することができるか。 

  



 

 

旧司法試験 民法 平成 19 年 第１問 
問題文 

 買主Ｘは，売主Ａとの間で，Ａが所有する唯一の財産である甲土地の売買契約を締結
した。ところが，ＸがＡから所有権移転登記を受ける前に，Ａは，Ｂに対して，甲土地
について贈与を原因とする所有権移転登記をした。 
 １  上記の事案において，⑴ＡＢ間の登記に合致する贈与があった場合と，⑵ＡＢ

間に所有権移転の事実はなくＡＢ間の登記が虚偽の登記であった場合のそれぞ
れについて，Ｘが，Ｂに対して，どのような権利に基づいてどのような請求をす
ることができるかを論ぜよ。 

 ２  上記の事案において，Ｂは，甲土地について所有権移転登記を取得した後，Ｃ
に対して，甲土地を贈与し，その旨の所有権移転登記をした。 

    この事案において，⑴ＡＢ間の登記に合致する贈与があった場合と，⑵ＡＢ間
に所有権移転の事実はなくＡＢ間の登記が虚偽の登記であった場合のそれぞれ
について，Ｘが，Ｃに対して，どのような権利に基づいてどのような請求をする
ことができるかを論ぜよ。 


